
私
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
「
ア
ラ
ビ
ア
海
東
城
の
港
湾
都
市
を
め
ぐ
る
文
化
・
民
族
複
合
の
実
態
調
査
」
と

題
し
て
い
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
海
路
に
よ
る
交
易
を
媒
介
に
し
て
種
々
の
文
化
・
民
族
が
集
積
さ
せ
て
き

た
、
ア
ラ
ビ
ア
海
東
域
の
沿
海
都
市
に
お
け
る
文
化
・
民
族
複
合
に
注
目
し
、
学
際
的
な
考
察
を
通
し
て
そ
の
実
態

を
解
明
し
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
特
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
進
出
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
と
イ
ン
ド
世
界
と

の
直
接
的
な
交
易
と
文
化
接
触
を
生
じ
さ
せ
、
今
日
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
に
つ
な
が
る
文
化
・
民
族
の
融
合
や

対
立
の
諸
関
係
を
つ
く
り
だ
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
二
○
○
一
年
度
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
も
た
ら
し
た
文
化
の

変
容
と
継
承
、
他
の
諸
文
化
と
の
融
合
、
受
容
、
対
立
な
ど
の
諸
関
係
に
つ
い
て
、
主
に
宗
教
と
生
活
文
化
を
め
ぐ

っ
て
、
観
察
と
聞
き
書
き
に
よ
る
予
備
的
な
実
地
調
査
を
行
な
っ
た
。

調
査
は
、
イ
ン
ド
・
ス
リ
ラ
ン
カ
・
グ
ル
ー
プ
（
澁
谷
利
雄
、
ス
ワ
ン
・
ワ
ジ
ラ
チ
ャ
リ
ャ
、
川
島
耕
司
）
と
イ

ラ
ン
・
グ
ル
ー
プ
（
村
山
和
之
、
山
内
和
也
、
前
田
た
つ
ひ
こ
）
に
分
け
て
実
施
し
た
。

澁
谷
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
コ
ロ
ン
ボ
近
郊
の
ジ
ャ
ー
エ
ラ
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
見
聞
を
行
な
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
の
布
教
活
動
に
よ
り
一
六
世
紀
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
が
定
着
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
西
部
沿
海
地
方
の
漁
民
に
多
く

み
ら
れ
る
。
仏
教
の
伝
統
の
な
か
で
殺
生
が
否
定
的
に
み
な
さ
れ
て
き
た
た
め
に
、
漁
民
の
多
く
が
改
宗
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
の
支
配
が
続
く
が
、
今
日
に
至
る
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
ほ
と
ん
ど

は
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
。
ち
な
み
に
ジ
ャ
ー
エ
ラ
の
ジ
ャ
ー
と
は
ジ
ャ
ワ
を
指
し
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
時
代
に
当
地

で
は
ジ
ャ
ワ
人
を
投
入
し
て
運
河
を
掘
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
の
だ
と
い
う
。

キ
リ
ス
ト
教
徒
は
全
人
口
の
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
う
ち
シ
ン
ハ
ラ
語
を
母
語
と
す
る
者
は

ス
リ
ラ
ン
カ
・
イ
ン
ド
・
グ
ル
ー
プ
は
、
一

二
週
間
に
わ
た
っ
て
実
施
調
査
を
行
な
っ
た
。

ま
え
が
き

二
○
○
一
年
一
二
月
下
旬
か
ら
二
○
○
二
年
一
月
初
旬
に
か
け
て
、
約
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民
族
的
に
は
シ
ン
ハ
ラ
人
と
さ
れ
て
い
る
。
シ
ン
ハ
ラ
人
は
七
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
多
数
民
族
で
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
仏
教
徒
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
う
さ
が
想
像
で
き
る
。

川
島
は
、
イ
ン
ド
南
部
の
ケ
ー
ラ
ラ
州
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
め
ぐ
る
キ
リ
ス
ト
教
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
社
会
の
か
か
わ

り
を
テ
ー
マ
に
し
て
取
り
組
ん
だ
。
ケ
ー
ラ
ラ
で
は
早
く
も
三
世
紀
こ
ろ
か
ら
シ
リ
ア
派
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
独
自
の

社
会
を
形
成
し
て
い
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
一
六
世
紀
に
進
出
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
布
教
し
た
た
め
、
今
日
キ
リ

ス
ト
教
徒
は
州
人
口
の
二
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
上
る
。
今
回
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
拠
点
で
あ
っ
た
コ
チ
を
主
に
見
聞

概
し
て
ケ
ー
ラ
ラ
で
は
長
年
に
わ
た
っ
て
、
反
キ
リ
ス
ト
教
運
動
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
近
年
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
至

上
主
義
の
台
頭
に
よ
り
い
く
ぶ
ん
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
一
九
九
九
年
に
ク
リ
ス
マ
ス
集
会
に
対
す
る
襲
撃
や
、
ペ

ン
テ
コ
ス
タ
ル
教
会
へ
の
放
火
な
ど
の
暴
力
行
為
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ワ
ジ
ラ
チ
ャ
リ
ャ
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
マ
レ
ー
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
態
調
査
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
多
く
は
オ

ラ
ン
ダ
植
民
地
時
代
（
一
七
～
一
八
世
紀
）
に
傭
兵
や
労
働
力
と
し
て
現
在
の
マ
レ
ー
シ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
方
面

か
ら
導
入
さ
れ
た
人
び
と
の
子
孫
で
あ
る
。
今
日
の
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
全
人
口
の
○
・
三
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
い
る
。
一
九
六
○
年
代
こ
ろ
ま
で
マ
レ
ー
語
の
新
聞
が
発
行
さ
れ
て
い
た
が
、
英
語
使
用
者
が
増
加
し
た
り
、

シ
ン
ハ
ラ
人
や
タ
ミ
ル
人
と
の
結
婚
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
マ
レ
ー
語
使
用
者
は
減
少
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
コ

ロ
ン
ボ
の
ス
レ
イ
ブ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
地
区
に
多
く
集
住
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
各
地
に
散
住
し
て
い
る
。
そ
う
し
た

な
か
で
唯
一
、
南
部
の
キ
リ
ン
ダ
に
マ
レ
ー
人
漁
民
社
会
が
存
続
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。
最
近
は
、
現
在
多
数
あ

る
小
規
模
な
互
助
的
な
マ
レ
ー
人
組
織
を
統
括
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
み
ら
れ
る
。
シ
ン
ハ
ラ
、
タ
ミ
ル
間
の
抗
争

と
多
民
族
社
会
で
の
競
合
の
な
か
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
を
軸
に
マ
レ
ー
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
構
築

し
た
。前

述
の
ジ
ャ
ー
エ
ラ
を
初
め
と
し
て
、
コ
ロ
ン
ボ
市
内
の
ジ
ャ
ー
ワ
ッ
タ
通
り
や
マ
レ
ー
通
り
、
ジ
ャ
フ
ナ
半
島

の
チ
ャ
ー
ワ
ー
・
カ
ッ
チ
ェ
ー
リ
（
チ
ャ
ー
ワ
ー
は
ジ
ャ
ワ
に
由
来
す
る
、
と
い
う
説
が
あ
る
）
な
ど
、
オ
ラ
ン
ダ

の
植
民
地
支
配
と
マ
レ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
在
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
文
化
・
社
会
に
深
く
刻
ま
れ
て
い
る
。
同

様
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
由
来
す
る
人
名
や
生
活
語
奨
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
存
在
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
関
与
の
深
さ
を

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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今
回
の
調
査
か
ら
は
、
対
象
地
域
に
は
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
定
着
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
、
ま
た
は
そ
の
深
い
影
響

は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
海
岸
線
な
ど
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
時
代
の
要
塞
が
残
り
、
各
地
に
彼
ら
に
導
入
さ
れ
た
ア
フ
リ
カ

系
黒
人
の
子
孫
が
み
ら
れ
、
イ
ギ
リ
ス
時
代
の
商
館
建
築
に
わ
ず
か
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
デ
ザ
イ
ン
が
う
か
が
わ
れ
る

程
度
で
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
オ
マ
ー
ン
湾
沿
岸
の
マ
ク
ラ
ー
ン
地
域
で
興
味
深
い
伝
承
を
採
集
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
戦
っ
て
名
誉
の
死
を
遂
げ
た
バ
ロ
ー
チ
民
族
の
英
雄
を
称
え
る
民
俗
芸
能
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
今
回
の
調
査
か
ら
は
、
ペ
ル
シ
ア
湾
交
易
の
長
い
歴
史
に
お
い
て
は
、

一
時
的
に
勢
力
を
維
持
し
た
に
す
ぎ
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
影
響
力
の
弱
さ
と
、
イ
ラ
ン
文
化
の
豊
か
さ
や
強
さ

が
対
照
的
に
み
て
と
れ
た
。
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
イ
ラ
ン
南
東
部
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン
南
西
部
へ
の
踏
査
を
通
し

て
、
ア
ラ
ビ
ア
海
沿
岸
文
化
ベ
ル
ト
を
追
究
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

［
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
こ
の
ほ
か
、
前
田
耕
作
、
川
添
修
司
、
松
枝
到
、
佐
川
信
子
が
参
加
し
た
。
］

行
な
っ
た
。

イ
ラ
ン
調
査
グ
ル
ー
プ
は
、
ア
ラ
ビ
ア
海
か
ら
オ
マ
ー
ン
湾
そ
し
て
ペ
ル
シ
ア
湾
沿
岸
地
域
に
点
在
す
る
港
湾
都

市
を
対
象
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
初
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
文
化
接
触
の
痕
跡
を
確
認
す
る
べ
く
行
動
し
た
。

参
加
者
は
、
村
山
和
之
（
民
俗
文
化
）
、
山
内
和
也
（
考
古
、
言
語
）
、
前
田
た
つ
ひ
こ
（
歴
史
、
宗
教
）
で
、
二
○

○
二
年
二
月
～
三
月
に
か
け
て
三
週
間
に
わ
た
っ
て
調
査
に
従
事
し
た
。
陸
路
で
ペ
ル
シ
ア
湾
最
奥
の
フ
ゼ
ス
タ
ー

ン
州
都
ア
フ
ワ
ー
ズ
か
ら
、
湾
の
出
入
り
口
に
あ
た
る
ホ
ル
ム
ズ
ガ
ー
ン
州
都
バ
ン
ダ
レ
・
ア
ッ
バ
ー
ス
ま
で
の
港

湾
都
市
を
探
訪
し
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
を
含
む
旧
来
の
都
市
遺
跡
の
記
録
作
業
か
ら
始
ま
り
、
要
塞
や
湾
岸
特
有

の
宗
教
施
設
（
聖
廟
、
墓
地
）
を
含
め
た
建
造
物
と
と
も
に
、
文
献
・
図
像
・
衣
装
・
楽
器
・
遺
物
な
ど
の
収
集
を

ま
ざ
ま
ざ
と
示
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
や
ス
リ
ラ
ン
カ
の
港
湾
都
市
を
取
り
上
げ
る
場
合
、
依
然
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
の
文
化
接
触
の
考
察
は
不
可
欠
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
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